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AI の進化と資本主義の未来

取締役調査第二部長　新谷　弘人

AI （人工知能） 技術が急速に進展しているのは周知の事実である。 AI がさまざまな分野で活用さ

れることにより、日常生活は便利になるだろう。担い手不足に悩む農業にITテクノロジーを投入する「ア

グテック」 という言葉も耳慣れてきた。 一方で、 漠然とした不安もある。 その典型が、 AI に仕事を奪

われるというものである。

10 月に放送された NHK スペシャル 「マネーワールド～資本主義の未来～」 でもテーマとなってい

た。 番組によれば、 AI が人間の仕事を代替すれば、 労働により収入を得るという資本主義の仕組み

が変わっていくという。 出演していたソフトバンクグループ孫正義氏と東大合格をめざすロボット開発プ

ロジェクトで有名な新井紀子氏による新たな資本主義の 「カタチ」 についての対談は興味深かった。

これまでの産業革命 （技術革新） では、 多少の時間差はあったにせよ、 新しく勃興した産業が新た

な労働者を必要としたことから、 資本主義は進化を遂げてきた。 労働者が基本的には不足していたこ

とにより、 資本主義が維持されたともいえる。 しかし、 第 4 次産業革命では、 AI により、 多くの単純

労働者が職を失うことで賃金規模は縮小し、 （一部の資本家だけに富が集中し、） 消費全体は沈滞す

ることから、 資本主義がうまく回らなくなる可能性がある。 そこで考えられたのが、 国が就労や資産の

有無にかかわらず国民に一定額のお金を配る 「BI （ベーシックインカム）」 という仕組みである。 要

は所得の再分配の議論になるのだが、 孫氏が BI は肯定したうえで、 「国が BI を提供し続けられるほ

ど豊かな国であり続けなくてはならない。 国は最先端企業が前進し続けられるよう支援すること」 を強

調し 「進化する世の中を悲しいと思うかチャンスと思うか」 で結果は違うと労働者を鼓舞する発言を行

う一方、 新井氏は、 「気の持ちようという孫氏は無責任で、 資本の再分配問題について資本家が積

極的に向き合うべき」 との反論する場面が印象的であった。

金融業界も AI 隆盛の流れにある。 窓口やバックオフィス業務は将来 AI に代替される可能性が高

い職種だが、 現在は RPA （ロボティック ・ プロセス ・ オートメーション、 ロボットによる業務自動化）

で単純作業の効率化 ・ 生産性の向上が進んでいる。 個人向けの資産運用のサポートとして一部で始

まっている 「ロボアドバイザー」 （運用目標等の設定により自動で金融商品の売買を行う AI システム）

も将来拡大する可能性を秘めている。

ただ、 いい話ばかりでもない。 たとえば、 10 月 9 日に発生した東京証券取引所のシステム障害で

ある。 東証ではコロケーション ・ サービス （証券会社のサーバーを取引所内に設置、 発注速度が

1000 分の 1 秒単位の超高速取引が可能） 導入により、 売買に占める海外投資家の割合が 7 割近く

に達し、 特にヘッジファンド等投機筋の AI を活用したプログラム取引で米国市場を上回る急騰 ・ 急

落が発生している。今般外資系証券を通じた通常の1000倍を超えるデータ受信により 1回線が停止、

証券会社では 10 万件を超える注文が不成立となった。 この事象は、 悪意があれば、 一国の重要な

金融インフラを瞬時に破壊することができることを示している。 なお、 ニューヨーク証券取引所でも、

フラッシュ ・ クラッシュ （瞬間暴落） が近時発生している。 ひとつのニュースに各社のシステムが同じ

反応をすることにより、 負の連鎖が発生する AI 運用の問題点が指摘されている。

人口減少による労働者不足など課題先進国の日本が、 今後 AI をどう活用していくのか、 BI の議

論の進展が企業経営をどう変え、 資本主義の 「カタチ」 にどのように影響を与えるのか、 しっかりと

見極めたいと考えている。
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